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・
子
ど
も
の
育
ち
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

い
の
ち
と
心
の
教
育
を
考
え
る

ー 

再
び
大
震
災
を
受
け
て 

ー

2011年12月15日（木） 第1803号（ 1）

で
国
会
は
荒
れ
て
い
る
が
、
そ

の
一
方
、
そ
の
労
使
協
議
の
中

で
決
め
ら
れ
て
い
た
労
働
基
本

権
の
回
復
が
一
方
的
に
反
故
に

厳
し
い
な
が
ら
も
お
互
い
に
よ
く
頑
張
っ
て
き
た
２
０
１
１
年！

― 
現
場
か
ら
の
教
育
改
革
・
教
育
労
働
条
件
整
備 

―

の
発
生
か
ら
、
被
災
地
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
的
に
重
苦

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
兵
教
組
は
義
援
金
を
は

じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
派
遣
や
養
護
教

員
・
教
員
に
よ
る
学
校
支
援
な

ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経

験
し
た
、
兵
庫
の
教
職
員
組
合

と
し
て
数
々
の
支
援
を
継
続
し

て
き
た
。

４
月
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
組
織

内
候
補
者
の
議
席
を
守
る
こ
と

が
出
来
た
。本
当
に
良
か
っ
た
。

11
月
12
、
13
日
に
は
、
第
61

次
県
教
研
が
淡
路
で
お
こ
な
わ

れ
た
。
２
日
間
で
５
０
０
０
名

近
い
参
加
者
が
あ
り
、
う
ち
子

ど
も
・
保
護
者
、
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
に
は
約
９
０
０
人
に

参
加
い
た
だ
い
た
。
地
域
に
開

か
れ
た
教
育
研
究
集
会
も
、
大

き
な
成
果
を
得
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
も
そ
う
だ
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
感

じ
る
。
改
め
て
、
そ
の
拠
点
と

し
て
の
学
校
の
真
価
が
問
わ
れ

て
い
る
。「
い
き
る 

つ
な
が
る 

み
ち
ひ
ら
く
」
地
域
の
拠
点
と

し
て
の
学
校
づ
く
り
を
、
実
践

的
に
私
た
ち
は
明
ら
か
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県

民
と
共
に
歩
む
教
育
の
あ
り
方

を
兵
庫
で
は
深
め
て
い
き
た

い
。公

務
員
の
賃
金
、
労
働
条
件

に
つ
い
て
は
、
中
央
で
は
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

7.8
％
一
律
削
減
す
る
法
案
審
議

12
月
９
日
、
第
２

５
４
回
兵
教
組
定
例

中
央
委
員
会
が
ラ
ッ

セ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

報
告
事
項
、
協
議

事
項
に
続
き
各
支

部
、
専
門
部
か
ら
の

質
疑
・
討
論
が
な
さ

れ
、
定
数
、
教
育
予

算
の
拡
充
、
旅
費
制

度
改
正
、業
務
改
善
、

人
事
評
価
、
勤
務
時

間
の
適
正
化
、
通
学

区
域
の
問
題
、
組
織

強
化
・
拡
大
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
の
討

論
が
あ
っ
た
。

当
面
の
闘
争
推
進

や
、
11
対
県
確
定
闘
争
の
妥
結

承
認
な
ど
、
い
ず
れ
の
議
案
も

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

山
名
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
直
接

交
渉
が
で
き
な
い
公
務
員
の
賃

金
を
、誰
が
ど
う
決
め
る
の
か
。

正
当
な
労
働
協
約
、
仕
組
み
が

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
い
わ

け
が
な
い
。

今
次
対
県
確
定
闘
争
は
、
県

財
政
が
去
年
に
も
ま
し
て
厳
し

く
な
っ
て
い
た
が
、
私
た
ち
は

４
年
間
に
わ
た
っ
て
の
県
独
自

カ
ッ
ト
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ

を
回
復
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し

て
い
く
こ
と
は
、
な
ん
ら
お
か

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
態
で
、
教
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
る
の
か
、

学
校
現
場
を
と
り
ま
く
困
難
な

課
題
や
多
忙
化
に
立
ち
向
か
う

教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
私

た
ち
は
訴
え
続
け
て
き
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善
に
関
す
る
要
求
書

を
99
・
94
％
の
高
率
で
集
約

し
、
教
育
長
に
提
出
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
こ
の
要
求
書
の
結

集
率
に
、
私
た
ち
２
万
組
合
員

の
団
結
の
力
が
現
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
厳
し
い
場
面
に

お
い
て
、
全
組
合
員
の
結
集
力

が
、
今
次
対
県
確
定
に
お
い
て

大
き
な
力
と
な
っ
た
。
こ
の
間

の
と
り
く
み
に
感
謝
し
た
い
。

年
末
年
始
に
か
け
て
は
、
各

支
部
は
、
新
た
な
組
織
確
立
に

向
け
て
取
り
組
む
と
思
う
。
大

量
退
職
期
に
あ
た
り
、
学
校
現

場
に
入
っ
て
き
て
い
る
若
い
世

代
の
組
織
加
入
が
、
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
あ
る
。
今
次
中
央

委
員
会
で
、
真
剣
な
論
議
を
経

て
、
さ
ら
な
る
兵
教
組
運
動
の

発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

第254回定例中央委員会

全国教研分科会名 名前 支部 主題

1.日本語教育（Ａ作文・話しことば） 北川　尚宏 養父 習得と活用を通して読解力を高める国語科授業

2.外国語教育 石井　健一 多紀 コミュニケーション能力を育む小学校外国語活動のあり方を求めて

3.社会科教育 田中竜太郎 揖龍 地域から学ぶ社会科学習

4.数学教育（Ｂ中学校） 緒方　美香 三原 わかりやすい授業をめざして

5.理科教育 大西　寛 揖龍 育てて食べる授業

6.美術教育 片寄　知子 三美 「手作り絵本に挑戦！」にとりくんで

7.音楽教育 渡辺　美佳 芦屋 小集団活動と言語活動を通して表現力を高める工夫

8.家庭科教育 溝端　美紀 多紀 言語活動を充実し、家庭生活を豊かにする能力をはぐくむ家庭科教育

9Ａ.保健・体育（保健） 奥見　彩織 神崎 保健学習による実践力の育成をめざして

9Ｂ.保健・体育（体育） 石田　誠 明石 学び合い認め合う体育科学習

10.技術・職業教育（Ａ技術教育） 大井　章弘 姫路 作物を栽培して生活にいかそう

11Ａ.自治的諸活動と生活指導(小) 中村　力 神戸 クラスにおける自治意識を高めるとりくみ

11Ｂ.自治的諸活動と生活指導(中) 三野理英子 芦屋 仲間を見すてない

12.幼年期の教育と保育問題 下段　純子 宍粟 つながり、みまもる保幼小連携

13.人権教育 尾崎　明子 美方 ひとり一人権

14.障害児教育 石黒　健 芦屋 出会い　つながる

15.国際連帯の教育 浜田　啓久 三原 認め合い・ともに支え合う仲間づくり

16.両性の自立と平等をめざす教育 柳瀬　朋子 氷上 生きる力につなぐ性の教育を考えよう

17Ａ.環境・公害と食教育（環境・公害） 高田　範子 赤相 人・自然とのふれあい

17Ｂ.環境・公害と食教育（食教育） 河野　早苗 宍粟 「生きる力を育む食育」

18.平和教育
林　　由美
牛嶋　康則

芦屋 ３年間の平和学習

19Ａ.情報（学校・地域の文化活動） 阿曽　奈生 宍粟 『宍粟の教育』の底流づくり

19Ｂ.情報化社会の教育・学校図書館 足立　浩基 氷上 ICTを効果的に活用した授業づくり

20.高等教育・選抜制度と 進路保障 谷　哲一 佐用 新しい入学選抜制度について

21.カリキュラムづくりと評価 木村　初彦 宍粟 豊かな言語感覚を身につけるために

22Ａ.民主的な学校づくり 四方　真弓 西宮 青年研「広探」から学ぶ

22Ｂ.ＰＴＡ・地域の連携 木久　整 三田 地域とのつながりを深めて育む三輪っ子

22Ｃ.過密・過疎・へき地 野崎　大輔 宍粟 地域に学び･地域に発信する子の育成をめざして

23.教育条件整備の運動 西山　理 西宮 鳴尾北小学校　Ｆ部会

24Ａ.総合学習（ものづくり・生活・環境） 河本　学 赤相 観光資源を活用し、郷土を見つめ直す総合学習

24Ｂ.総合学習（人権・平和の視点から） 小林　一彦 加小 心のつながりをめざして

山名幸一執行委員長

賛成の挙手をする中央委員たち。いずれの議題も満場一致で可決決
定された。　　　　　　　　　　　　（12月9日、ラッセホールで） 質疑・討論にて、「こころの組織率を高めた

い」とはなす小森中央委員（氷上）

選出された第61次日教組全国教研 リポーター一覧

「
樹
々
」　
西
宮
市
山
口
小
学
校
五
年
　
前
山
　
和
哉

（
こ
ど
も
の
詩
と
絵
　
第
31
集
よ
り
）

教育ひょうご(1803).indd   1 2011/12/13   17:58:12


	1803
	1803-2-2

